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　令和 7 年（2025 年）４月１日に、国立感染
症研究所（NIID）と国立国際医療研究センター

（NCGM）が統合し、国立健康危機管理研究機構
（JIHS：Japan Institute for Health Security）が
設立されることとなりました。

　「JIHS」は世界トップレベルの「感染症総合
サイエンスセンター」を目指します。
　新機構のロゴマークは、統合する国立感染症
研究所と国立国際医療研究センター、2 つの組
織を制作のモチーフとしています。外側の円は
国立感染症研究所を象徴する “ シャーレ ” およ
び国立国際医療研究センターを象徴する “ 地球 ”
を、内側の赤い円は日本の国立機関であること
を象徴する “ 日の丸 ” を表現しています。クロ
スした十字のラインもまた、それぞれの組織を
表し、両組織の統合による感染症対策の発展へ
の決意と願いが込められています。

2025年4月、
国立健康危機管理研究機構 （JIHS） が誕生します

　病を抱えながら生きていく中で、気持ちが
落ち込んだり不安を感じたりすることがある
のは自然なことです。しかし、そのような気
持ちの落ち込みや不安が強すぎたり、長期間
さらされたりすると、こころが疲弊していき
ます。
　こころのことは、表立って人に言いにくく
悩みを打ち明けて誰かを頼ることが難しいも
のですが、身体の健康と同じように、「こころ
の健康（メンタルヘルス）」も予防や早期発見・
早期治療が大切です。
　救済医療室では、精神科医による診察や心
理療法士とのカウンセリングなど、メンタル

メンタルヘルスに関する相談と支援
ヘルスについて多職種でサポートしていく体
制があります。
　ひとりで抱えず、困ったことや心配なこと
がございましたら、主治医、コーディネーター
ナース、薬剤師、メディカルソーシャルワー
カー、心理療法士など、身近な一番話しかけ
やすいスタッフにご相談ください。

ACC 救済医療室の活動紹介

	▍心理療法士に聞きました

心理療法士が患者さんの長期療養に
かかわるうえで大切なことは何ですか？

患者さんが自分らしさを自由に
表現できたり、埋もれていた
自分らしさに気付けるように、
一緒に考える姿勢が大切だと
考えています。
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　ACC パネル展は、12 月 1 日の「世界
エイズデー」にあわせて HIV/ エイズや
ACC の取り組みなどについて、NCGM
を訪れる多くの方々に広くご理解いただ
くことを目的に毎年 1 回、様々なテーマ
で開催しています。
　2024 年 11 月 29 日か ら 12 月 13 日
までの期間、NCGM 内にて、潟永 博之 
ACC センター長、照屋 勝治 臨床研究開
発部長へのインタビューや、ACC に携
わる職種の紹介、PrEP の HIV 予防の世
界の流れ、近年感染者が急増している
梅毒についてパネルを展示しました。

ACC パネル展 2024
U ＝ U 知ることから、もう一度。12 月 1 日は世界エイズデー。

NCGM 中央棟のアトリウムのステージに並んだパネル

　お口の健康は、全身の健康維持にとても重要
です。ACC では、患者さん向けに少しでもお役
立ていただけるような内容をニュースレターと
してご紹介しております。
　2025 年２月号は、お口の中のやけどにつ
いてです。最新号だけでなく過去の Dental 
Newsletter は救済医療室ホームページにてご
覧いただけます。

知っていますか？
身体の健康にも大切な「「お口の健康お口の健康」」

https://kyusai.acc.go.jp/forpatient/dentalcare.html

救済医療室ホームページ
「患者の皆様へ
歯と口の健康について」

J4H Japan Consultation Network for HIV, 
Hepatitis, and Hemophilia

医療機関の皆様へ

肝疾患の専門家ネットワークのご案内

https://kyusai.acc.go.jp/formedics/j4h_
network.html

救済医療室ホームページ
「J4H（肝疾患相談窓口）」

　ACC 救済医療室では、薬害 HIV 感染者の患
者さんの肝疾患診療に関するご相談を医療者の
皆様からお受けしております。

　J4H では、肝疾患の専門家ネットワーク内で
意見をまとめ、患者さん一人ひとりの状況に合
わせた肝疾患診療ができるよう主治医を通じて
助言を提供いたします。
　患者さまより肝疾患診療について専門家によ
る助言をご希望される場合は、主治医から直接
救済医療室にご連絡いただく必要があるため主
治医の先生とご相談ください。

https://www.acc.ncgm.go.jp/accrepo/topics/20241209.html

展示内容は ACC ホームページにてご覧いただ
けます。先生方へのインタビューや PrEP・梅
毒など、パネルの全コンテンツをホームペー
ジで公開中です。ぜひご覧ください。

最新号


